
休
日

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使

用
時

間
(%

)

1
7
.9

1
1
.6

9
.3

4
.8

1
5
.3

1
8
.9

8
.3

9
.3

2
2
.9

2
3
.8

2
4
.5

2
2
.7

1
4
.6

1
5
.1

1
5
.8

1
6
.4

1
5
.0

1
6
.0

2
0
.8

2
4
.2

1
3
.7

1
4
.2

2
0
.5

2
2
.1

0
.7

0
.4

0
.8

0
.6

0

1
0

2
0

3
0

男
性

女
性

男
性

女
性

中
学
校

高
校

ま
っ
た
く
し
な
か
っ
た

１
時

間
未

満
１
～
２
時
間
未
満

２
～
３
時
間
未
満

３
～
５
時
間
未
満

５
時

間
以

上
無
回
答

19

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

使
用

と
睡

眠
習

慣
(%

)

入
眠
困
難
：
30

日
間
に
夜
、
眠
り
に
つ
き
に
く
い
こ
と
が
、

5回
答
肢
の
内
、
「
し
ば
し
ば
あ
っ
た
」、

「常
に
あ
っ
た
」と

回
答
し
た
者

夜
間
覚
醒
：

30
日
間
に
夜
、
い
っ
た
ん
眠
っ
て
か
ら
目
が
さ
め
た
こ
と
が
、

5回
答
肢
の
内
、
「
し
ば
し
ば
あ
っ
た
」
、
「
常
に
あ
っ
た
」
と
回
答
し
た
者

早
朝
覚
醒
：

30
日
間
に
朝
早
く
、
目
が
さ
め
て
し
ま
い
、
も
う

1度
眠
る
の
が
難
し
い
こ
と
が
、

5回
答

肢
の
内

、
「
し
ば
し
ば

あ
っ
た
」
、
「
常

に
あ
っ
た
」
と
回
答
し
た
者

睡
眠
の
質
：
30

日
間
の
睡
眠
の
質
の
評
価
に
つ
い
て
、

4回
答
肢

の
内
、
「
か

な
り
わ
る
い
」
、
「
非
常

に
わ

る
い
」
と
回

答
し
た
者

Y
ou

ng
 D

ia
gn

os
tic

 Q
ue

st
io

nn
ai

re
 f

or
 In

te
rn

et
 A

dd
ic

tio
n
を
翻

訳
適
応
的
使
用
：
0~

2点
不
適
応
使
用
：
3~

4点
病
的
使
用
：
5点

以
上

(0
～

8点
で
評

価
）

1
0
.0

8
.2

4
.1

3
3
.0

2
5
.8

1
5
.8

1
1
.2

6
.2

4
8
.9

3
5
.5

2
3
.2

1
5
.6

9
.6

5
9
.4

4
3
.0

0
.0

1
0
.0

2
0
.0

3
0
.0

4
0
.0

5
0
.0

6
0
.0

7
0
.0

入
眠
困
難

夜
間
覚
醒

早
朝
覚
醒

悪
い
睡
眠
の
質

6
時
間
未
満
睡
眠

適
応
的
使
用

不
適
応
使
用

病
的
使
用
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典
：
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成
2
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度
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合
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業
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

使
用

と
午

前
中

の
調

子
の

悪
さ

(%
)

(%
)

(%
)

こ
の

30
日

間
に
午

前
中

調
子

が
悪

い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
か

。
1.
ま
っ
た
く
な
か

っ
た
、

2.
め
っ
た
に
な
か

っ
た
、

3.
時

々
あ
っ
た
、

4.
し
ば

し
ば

あ
っ
た
、

5.
常

に
あ
っ
た

(5
回

答
肢

)
調

子
が

悪
い
：
し
ば

し
ば

あ
っ
た
、
常

に
あ
っ
た

こ
の

30
日

間
に
い
つ
も
よ
り
日

常
生

活
を
楽

し
く
送

る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
か

。
1.
で
き
た
、

2.
い
つ
も
と
変

わ
ら
な
か

っ
た
、

3.
で
き
な
か

っ
た
、

4.
ま
っ
た
く
で
き
な
か

っ
た

(4
回

答
肢

)
で
き
た
：
で
き
た
、
い
つ
も
と
変

わ
ら
な
か

っ
た

／
で
き
な
か

っ
た
：
で
き
な
か

っ
た
、
ま
っ
た
く
で
き
な
か

っ
た

こ
の

30
日

間
に
い
つ
も
よ
り
気

が
重

く
て
落

ち
込

む
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
か

。
1.
ま
っ
た
く
な
か

っ
た
、

2.
あ
ま
り
な
か

っ
た
、

3.
あ
っ
た
、

4.
た
び
た
び
あ
っ
た

(4
回

答
肢

)
な
か

っ
た
：
ま
っ
た
く
な
か

っ
た
、
あ
ま
り
な
か

っ
た

／
あ
っ
た
：
あ
っ
た
、
た
び
た
び
あ
っ
た

Y
ou

n
g 

D
ia

gn
os

tic
 Q

ue
st

io
nn

ai
re

 f
or

 I
nt

er
ne

t 
A

dd
ic

tio
n
を
翻

訳
適

応
的

使
用

：
0~

2点
不

適
応

使
用

：
3~

4点
病

的
使

用
：
5点

以
上

(0
～

8点
で
評

価
）

6
.8

1
1
.7

2
0
.7

05

1
0

1
5

2
0

2
5

適
応

的
使

用
不

適
応

使
用

病
的

使
用

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
と
楽
し
い
日
常
が
で
き
な
か
っ
た
割
合

3
2
.3

5
2
.2

6
7
.9

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

適
応

的
使

用
不

適
応

使
用

病
的

使
用

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

使
用

と
気

分
の

落
ち
込

み

8
.7

1
5
.0

2
4
.0

0
.0

1
0
.0

2
0
.0

3
0
.0

適
応
的
使
用

不
適
応
使
用

病
的
使
用
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1
0
.2

8
.1

4
.1

3
3
.5

2
6
.3

1
3
.9

1
0
.4

5
.5

4
5
.2

3
1
.1

2
0
.2

1
5
.0

8
.8

5
2
.3

3
9
.5

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

入
眠
困
難

夜
間
覚
醒

早
朝
覚
醒

悪
い
睡
眠
の
質

6
時
間
未
満
睡
眠

3
時
間
未
満

3
‐5
時
間
未
満

5
時
間
以
上

入
眠
困
難
：
30

日
間
に
夜
、
眠
り
に
つ
き
に
く
い
こ
と
が
、

5回
答
肢
の
内
、
「
し
ば
し
ば
あ
っ
た
」、

「常
に
あ
っ
た
」と

回
答
し
た
者

夜
間
覚
醒
：

30
日
間
に
夜
、
い
っ
た
ん
眠
っ
て
か
ら
目
が
さ
め
た
こ
と
が
、

5回
答
肢
の
内
、
「
し
ば
し
ば
あ
っ
た
」
、
「
常
に
あ
っ
た
」
と
回
答
し
た
者

早
朝
覚
醒
：

30
日
間
に
朝
早
く
、
目
が
さ
め
て
し
ま
い
、
も
う

1度
眠
る
の
が
難
し
い
こ
と
が
、

5回
答

肢
の
内

、
「
し
ば
し
ば

あ
っ
た
」
、
「
常

に
あ
っ
た
」
と
回
答
し
た
者

睡
眠
の
質
：
30

日
間
の
睡
眠
の
質
の
評
価
に
つ
い
て
、

4回
答
肢

の
内
、
「
か

な
り
わ
る
い
」
、
「
非
常

に
わ

る
い
」
と
回

答
し
た
者

平
日

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使

用
時

間
と
睡

眠
習

慣
(%

)

22

出
典
：
平
成
2
4
年
度
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
循
環
器
疾
患
等
生
活
習
慣
病
対
策
総
合
研
究
事
業
「
未
成
年
の
喫
煙
・
飲
酒
状
況
に
関
す
る
実
態
調
査
研
究
」

1
0



◆
子
供
の
携
帯
電
話
等
の
使
用
状
況

・
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
つ
小
中
学
生
は
平
成
2
1
年
度
と
比
較
し
て
増
加

・
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
通
話
や
メ
ー
ル
を
ほ
ぼ
毎
日
し
て
い
る
小
中
学
生
も
平
成
2
1
年
度
と
比
較
し
て
増
加

◆
月
曜
日
～
金
曜
日
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
状
況

・
小
中
学
生
と
も
、
１
日
当
た
り
１
時
間
以
上
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
児
童
生
徒
の
割
合
は
増
加
傾
向
（
月
～
金
曜
日
）

◆
携
帯
電
話
等
の
使
い
方
に
つ
い
て
家
の
人
と
の
約
束
の
状
況

・
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
に
つ
い
て
、
家
の
人
と
約
束
し
た
こ
と
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合

小
学
生
：
6
0
.9
％
（
H
2
5
）

中
学
生
：
3
6
.4
％
（
H
2
5
）

◆
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
を
通
じ
た
い
じ
め
の
状
況

・
「
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
等
生
徒
指
導
上
の
諸
問
題
に
関
す
る
調
査
」
に
お
い
て
、
「
い
じ
め
の
態
様
」
の
一
つ
と
し
て
以
下
の
項
目
を
毎
年
調
査
。

・
小
・
中
・
高
・
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
「
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
等
で
嫌
な
こ
と
を
さ
れ
る
」
件
数
／
い
じ
め
認
知
件
数

7
,8
5
5
件
／
1
9
8
,1
0
8
件
（
H
2
4
）

子
供
の
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
問
題
に
関
す
る
取
組

１
．
実
態
の
把
握

○
（
小
学
生
）
月
～
金
曜
日
の
１
日
当
た
り
の
１
時
間
以
上
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
時
間

○
（
中
学
生
）
月
～
金
曜
日
の
１
日
当
た
り
の
１
時
間
以
上
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
時
間

○
（
小
学
生
）
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
通
話
や
メ
ー
ル
を
し
て
い
る
か

○
（
中
学
生
）
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
通
話
や
メ
ー
ル
を
し
て
い
る
か

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
よ
り

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
よ
り

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
よ
り

平
成
２
５
年
１
２
月
文
部
科
学
省

33
.1

 49
.5

 

29
.6

 

31
.8

 

37
.1

 18
.6

 

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

21
年
度

25
年
度

1時
間
以
上

1時
間
よ
り
少
な
い

全
く
し
な
い

17
.7

 

24
.0

 

29
.1

 37
.3

 

53
.2

 38
.6

 

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

21
年
度

25
年
度

1時
間
以
上

1時
間
よ
り
少
な
い

全
く
し
な
い

1
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（
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考
資
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４
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３
．
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
へ
の
対
応

◆
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
の
施
行
・
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
の
策
定

・
「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」
（
平
成
2
5
年
法
律
第
7
1
号
）

○
い
じ
め
の
定
義
…
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
も
の
を
含
む
」
と
規
定
。

（
第
２
条
第
１
項
）

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
い
じ
め
に
対
す
る
対
策
の
推
進
（
第
１
９
条
）

・
「
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
基
本
的
な
方
針
」
（
H
2
5
.1
0
.1
1
文
部
科
学
大
臣
決
定
）

○
国
は
、
児
童
生
徒
に
情
報
モ
ラ
ル
を
身
に
付
け
さ
せ
る
指
導
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
に
対
処
す
る
体
制
を
整
備
。

○
地
方
公
共
団
体
は
、
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
な
ど
、
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
に

対
処
す
る
体
制
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
が
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
に

巻
き
込
ま
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
監
視
す
る
関
係
機
関
又
は
関
係
団
体
の

取
組
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
児
童
生
徒
及
び
そ
の
保
護
者
に
対
す
る
必
要
な

啓
発
活
動
を
実
施
す
る
。

◆
学
校
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
に
関
す
る
調
査
研
究

・
「
学
校
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
に
関
す
る
取
組
事
例
・
資
料
集
（
教
育
委
員
会
等
向
け
）
」
の

取
り
ま
と
め
・
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
へ
配
布
（
H
2
4
.9
）

◆
地
域
に
お
け
る
啓
発
活
動

・
「
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」

有
識
者
等
に
よ
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
結
成
し
、
全
国
で
保
護
者
等
を
対
象
と

し
た
学
習
・
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
。

・
「
青
少
年
安
心
ネ
ッ
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
新
た
な
機
器
へ
の
対
応
や
緊
急
時
に
有
効
な
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
法
な
ど
に
つ
い
て
、
青
少
年
が
研
修
・
発
信
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
事
業
。

・
「
地
域
に
お
け
る
有
害
情
報
対
策
推
進
事
業
」

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
、
地
域
の
課
題
に
応
じ
た
普
及
啓
発
や
ネ
ッ
ト

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
取
組
が
進
む
よ
う
、
地
域
に
お
け
る
有
害
情
報
対
策
を

推
進
す
る
事
業
。

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
策
を
含
む
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布

・
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！
ケ
ー
タ
イ
＆
ス
マ
ホ
」
（
H
2
5
.3
作
成
）

＝
ト
ラ
ブ
ル
・
犯
罪
被
害
の
事
例
、
そ
の
対
処
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
盛
り
込

ん
だ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
。
P
T
A
団
体
・
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
に
配

布
。
文
科
省
H
P
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。

◆
「
e
-
ネ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

・
総
務
省
、
文
部
科
学
省
及
び
通
信
関
係
団
体
等
が
連
携
し
、
子
供
た
ち
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
心
・
安
全
な
利
用
に
向
け
て
、
保
護
者
、
教
職
員
及
び

児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
啓
発
講
座
を
実
施
。

◆
中
高
生
を
中
心
と
し
た
子
供
の
生
活
習
慣
づ
く
り

・
中
高
生
を
中
心
と
し
た
子
供
の
生
活
習
慣
づ
く
り
に
関
す
る
検
討
委
員
会
の

開
催
。

２
．
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
推
進

◆
新
学
習
指
導
要
領
等
の
実
施

・
小
中
高
の
新
学
習
指
導
要
領
の
「
総
則
」
に
お
い
て
、
各
教
科
等
の
指
導
に
当
た
っ
て

は
、
児
童
・
生
徒
が
「
情
報
モ
ラ
ル
を
身
に
付
け
」
る
こ
と
を
規
定
。
「
道
徳
」
（
小
）
、

「
技
術
・
家
庭
」
（
中
）
、
「
情
報
」
（
高
）
に
お
い
て
も
、
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
記
述
。

・
「
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引
」
の
作
成
（
H
2
1
.3
策
定
、
H
2
2
.1
0
改
訂
）

＝
新
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
作
成
。
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
具
体
的
な
事
例
等
を
掲
載
。

・
「
情
報
モ
ラ
ル
教
育
実
践
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
の
作
成
（
H
2
3
.3
策
定
）

＝
国
立
教
育
政
策
研
究
所
に
お
い
て
、
小
中
学
校
教
員
向
け
の
指
導
資
料
を
作
成
。

◆
情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
関
す
る
指
導
力
の
向
上

・
（
独
）
教
員
研
修
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
各
地
域
で
情
報
教
育
の
中
核
的
な
役
割

を
担
う
教
員
等
を
対
象
と
し
た
研
修
を
平
成
2
2
年
度
よ
り
実
施
。

・
ネ
ッ
ト
依
存
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
等
、
情
報
化
の
進
展
に
伴
う
新
た
な

課
題
に
対
し
て
、
学
校
に
お
い
て
適
切
に
指
導
を
行
う
た
め
の
教
員
用
の
手
引
書
を

作
成
中
。
（
平
成
2
5
年
度
）

◆
携
帯
電
話
等
を
め
ぐ
る
問
題
へ
の
取
組
の
徹
底

・
「
学
校
に
お
け
る
携
帯
電
話
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
（H
21
.1
.3
0発
出
）

＝
小
中
学
校
へ
の
原
則
持
込
み
禁
止
、
高
等
学
校
の
校
内
で
の
使
用
制
限

等
の
指
針
を
示
し
た
。

４
．
学
校
で
の
携
帯
電
話
の
取
扱
い

５
．
子
供
や
保
護
者
へ
の
啓
発

1
2



○
事
業
計
画
及
び
運
営
体
制
の
検
討

○
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
協
議

○
事
業
の
検
証

○
報
告
書
の
作
成

社
会
的
な
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
ネ
ッ
ト
の
使
用
時
間
を
自
ら
調
整
す
る
力
を
育
む

【
概
要
】

◆
参
加
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
離
れ
て
、
規
則
正
し
い
集
団
生
活
を
体
験
（
１
週
間
程
度
）

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
例
）
】

◆
自
然
体
験
活
動

◆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
活
動

◆
自
主
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
活
動

◆
規
則
正
し
い
生
活
と
健
康
的
な
食
事
の
指
導

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
も
定
期
的
に
臨
床
心
理
士
、
メ
ン
タ
ー
な
ど
が
家
庭
訪
問
を
実
施

※
メ
ン
タ
ー
：
心
理
系
大
学
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
新

規
）

２
６
年
度
予
定
額
：
６
，
６
９
６
千
円

青
少
年
教
育
施
設
を
活
用
し
た
ネ
ッ
ト
依
存
対
策
研
究
事
業

◆
青
少
年
に
よ
る
携
帯
電
話
を
通
じ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
が
長
時
間
化
。

◇
２
時
間
以
上
利
用

平
成
２
１
年
度
：
２
７
．
８
％

平
成
２
４
年
度
：
３
５
．
１
％

◇
利
用
平
均
時
間

平
成
２
１
年
度
：
７
７
．
５
分

平
成
２
４
年
度
：
９
７
．
１
分

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
が
自
分
の
意
思
で
は
や
め
ら
れ
な
い

い
わ
ゆ
る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
」
は
、
全
国
の
中
高
生
で
５
１
万
８
千
人
。

（
厚
生
労
働
省
研
究
班
（
平
成
２
５
年
８
月
公
表
）
調
査
）

●
若
い
世
代
は
、
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
」
、
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ゲ
ー
ム
」
な
ど
に
依
存
し
や
す
い
。

●
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
、
青
少
年
の
ネ
ッ
ト
依
存
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。

●
日
本
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
を
解
消
す
る
対
策
方
法
な
ど
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

課
題

事
業
の
実
施

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

企
画
立
案
・
評
価
検
証

青
少
年
教
育
施
設
を
活
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

現
状

※
併
せ
て
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

1.
6 

3.
4 

17
.6

 

18
.2

 

17
.8

 18
.2

 

24
.9

 

20
.3

 

15
.3

 

13
.9

 

9.
3 7.
0 4.

0 

1.
7 

6.
6 

5.
2 

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

Ｈ
２
４

Ｈ
２
１

内
閣
府
（
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
実
態
調
査
）

青
少
年
の
携
帯
電
話
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
時
間

使
っ
て
い
な
い

3
0
分
未
満

30
分
以
上
１
時
間
未
満

１
時
間
以
上
２
時
間
未
満

２
時
間
以
上
３
時
間
未
満

３
時
間
以
上
４
時
間
未
満

４
時
間
以
上
５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

わ
か
ら
な
い

青
少
年
教
育
施
設

行
政
機
関

医
療
機
関

学
識
経
験
者

学
校
関
係
者

検
討
委
員
会

※
【
韓
国
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
対
策
】
平
成
１
９
年
か
ら
ネ
ッ
ト
依
存
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
１
１
泊
１
２
日
の
キ
ャ
ン
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ク
ー
ル
）
を
実
施
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―
家
庭
教
育
は
、
す
べ
て
の
教
育
の
出
発
点
―

忙
し
い
毎
日
の
中
で
、
子
供
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
し
つ
け
に
戸
惑
い
や
息
詰
ま
り
な
ど
、
一
人
で
悩
ん
だ
り
す
る
こ
と
っ
て
あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ

ん
な
時
、
近
く
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
人
が
い
た
ら
・
・・

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
は
、
そ
ん
な
ご
家
庭
で
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り
を
共
に
支
え
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
や
専
門
機
関
と
の
橋
渡
し
を
お
手

伝
い
し
ま
す
。

文
部
科
学
省
は
、
各
地
で
活
動
す
る
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
っ
て
な
ぁ
に
？

身
近
な
地
域
で
、
子
育
て
や
家
庭
教
育
に
関
す
る
相
談
に
の
っ
た
り
、
親
子
で
参
加
す
る
様
々
な
取
組
や
講
座
な
ど
の
学
習
機

会
、
地
域
の
情
報
な
ど
を
提
供
し
た
り
し
ま
す
。
と
き
に
は
、
学
校
や
地
域
、
教
育
委
員
会
な
ど
の
行
政
機
関
や
福
祉
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
子
育
て
や
家
庭
教
育
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ど
ん
な
人
た
ち
が
い
る
の
？

チ
ー
ム
員
の
構
成
は
、
各
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
子
育
て
経
験
者
や

教
員
O
B
、
P
T
A
な
ど
地
域
の
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
を
は
じ
め
、
民
生

委
員
、
児
童
委
員
、
保
健
師
や
臨
床
心
理
士
な
ど
、
様
々
な
地
域
の
人
達
や

専
門
家
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
多
く
が
、
共
に
街
で
暮
ら
す
身
近

な
住
民
の
方
々
で
す
。

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
活
動
し
て
い
る
の
？

子
供
や
保
護
者
の
方
に
と
っ
て
、
身
近
で
気
軽
に
相
談
で
き
る
存
在
と
な
る
よ
う
、

地
域
の
学
校
や
公
民
館
な
ど
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
や
保

育
所
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
児
童
館
、
小
・中
学
校
、
企
業

な
ど
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
出
向
く
な
ど
、
様
々
な
所
と
も
連
携
し
、
支
援
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
要
望
が
あ
れ
ば
、
各
家
庭
へ
訪
問
し
て
相
談
に
の
る
こ
と
も

行
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
と
地
域
・
学
校
を
つ
な
ぐ

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム

1
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第
２
層

第
１
層

（
関
心
が
高
い

保
護
者
）

第
３
層

（
関
心
が
低
い

保
護
者
）

家
庭
教
育
支
援
の
支
援
モ
デ
ル

高 ← 家 庭 教 育 へ の 関 心 → 低

支
援
者
と
し
て

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
へ
参
加

第
１
層

（
関
心
が
高
い

保
護
者
）

家
庭
教
育

支
援
チ
ー
ム

教
育

委
員
会

移 行

学
び
の
場
の

提
供

移 行

移 行
移 行

第
3回
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
委
員
会
配
布
資
料
よ
り
抜
粋
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家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
の
業
務
に
つ
い
て

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
は
、
例
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
業
務
を
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
（
な
お
、
実
際

の
チ
ー
ム
の
取
組
み
は
、
地
域
の
実
情
や
チ
ー
ム
の
体
制
等
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
り
、
構
成
員
の
得
意
分
野
や
創
意
工

夫
を
生
か
し
た
取
組
み
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
）

（
学
び
の
場
の
提
供
）

○
保
護
者
に
対
す
る
主
体
的
な
「
学
び
」
と
「
育
ち
」
に
関
す
る
学
習
機
会
の
提
供
や
情
報
提
供
、
相
談
対
応
を
行
う
。

な
お
、
こ
の
場
合
、
講
座
や

HP
、
チ
ラ
シ
等
に
よ
り
情
報
・
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
保
護
者

や
子
育
て
経
験
者
等
他
者
と
の
交
流
の
中
で
、
そ
の
生
き
方
や
考
え
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
場
の
提
供
も
重
要
。

（
家
庭
と
地
域
の
つ
な
が
り
の
場
の
提
供
）

○
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
家
庭
教
育
が
で
き
る
環
境
整
備
を
行
う
。
具
体
的
に
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
、
親
子

で
参
加
で
き
る
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
立
案
・
実
施
・
情
報
提
供
を
行
う
。
そ
の
際
、
保
護
者
自
ら
が
こ
う
し
た
地

域
資
源
の
形
成
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
等
に
参
画
す
る
こ
と
を
促
す
こ
と
も
望
ま
し
い
。

（
訪
問
型
家
庭
教
育
支
援
）

○
地
域
社
会
か
ら
孤
立
し
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
、
主
体
的
な
家
庭
教
育
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
お
そ
れ
の
あ
る
保
護

者
に
対
し
て
は
、
家
庭
訪
問
等
に
よ
り
、
直
接
、
家
庭
に
働
き
か
け
、
個
別
に
情
報
提
供
し
た
り
、
学
校
の
ほ
か
、
福
祉

部
局
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
困
難
を
軽
減
し
、
学
び
の
場
や
地
域
社
会
へ
の
参
加
を
促
す
取
組
み
も
重
要
。

1
6


